
      

令和３年３月２２日 

港湾局海岸・防災課 

「海・船の視点から見た港湾強靭化検討委員会」(第３回）を開催 

～津波来襲時に船舶に起こり得るリスクの軽減に向け、とりまとめ Ver.1（案）を議論～ 

 

南海トラフ巨大地震や日本海溝・千島海溝等での巨大地震の切迫性を踏まえ、津波来襲時に想定

される船舶・船員・乗客への被害や、漂流船舶が陸上施設に及ぼす被害の軽減等に向け、令和 2年

6月に「海・船の視点から見た港湾強靭化検討委員会」を設置し、検討を進めてまいりました。 

過去 2回にわたる委員会での議論を踏まえ、3月 24 日(水)に第 3回委員会を開催し、津波来襲時

に船舶に起こり得るリスクの軽減策等をまとめた「とりまとめ Ver.1（案）」について議論します。 

なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止を図るため、WEB 会議にて開催します。 

 

■ 日 時：令和３年３月２４日（水） １３：３０ ～ １５：３０ 

 

■ 場 所：合同庁舎３号館８階特別会議室（東京都千代田区霞が関２-１-３） 

 

■ 議 事：海・船の視点から見た港湾強靭化 とりまとめ Ver.1（案） 

 

■ 委 員：別紙参照 

 

 

○会議は非公開としますが、報道関係者のみ冒頭挨拶（議事開始前）まで傍聴及び撮影が可能です。

ご希望の場合、当日 10:30 までに hqt-kouwanumifune@gxb.mlit.go.jp までメールにてご連絡の

うえ、13:20 までに会場へお越しください。会場ではマスクをご着用いただくなど、新型コロナ

ウイルス感染症予防対策にご協力をお願いいたします。 

○委員会の議事概要については、当日の 17 時から合同庁舎 3 号館 8 階特別会議室でブリーフィン

グを行います。 

〇会議資料及び議事要旨は、後日、国土交通省ウェブサイトに掲載予定です。 

〇前回までの会議資料及び議事概要は、以下 URL に掲載しています。 

 https://www.mlit.go.jp/kowan/kowan_tk7_000026.html 

 

【問い合わせ先】 

港湾局海岸・防災課災害対策室 野上、服部 

  TEL：03-5253-8111(内線 46765、46764)、03-5253-8689(直通) FAX：03-5253-1654 
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